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(57)【要約】
ＵＳＢハブは、複数の下流ポートと、少なくとも１つの
二重モードポートであって、下流ポートから上流ポート
に切り替え可能であるように構成されている、二重モー
ドポートと、上流ポートとして動作しているとき、ホス
トが接続されているかどうかを検出するためのホスト検
出回路とを含む。一実施形態において、前記少なくとも
１つの二重モードポートは、ＤＰ接続ラインおよびＤＭ
接続ラインをさらに備え、ＤＭ接続ラインは、ホスト検
出回路と結合されており、上流ポートとして動作してい
るとき、ホストの接続は、ホスト検出回路を用いて決定
されることができ、ホスト検出回路は、ホストが切断さ
れると、所定の論理値がＤＭラインにおいて識別される
ようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＳＢハブであって、
　複数の下流ポートと、
　少なくとも１つの二重モードポートであって、前記二重モードポートは、下流ポートか
ら上流ポートに切り替え可能であるように構成されている、二重モードポートと、
　上流ポートとして動作しているとき、ホストが接続されているかどうかを検出するホス
ト検出回路と
　を備えている、ＵＳＢハブ。
【請求項２】
　前記回路は、前記二重モードポートが一時停止状態に入った場合、動作可能である、請
求項１に記載のＵＳＢハブ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの二重モードポートは、ＤＰ接続ラインおよびＤＭ接続ラインをさ
らに備え、
　前記ＤＭ接続ラインは、前記ホスト検出回路と結合されており、
　上流ポートとして動作しているとき、前記ホストの接続は、前記ホスト検出回路を用い
て決定されることができ、前記ホスト検出回路は、ホストが切断されると、所定の論理値
が前記ＤＭラインにおいて識別されるようにする、請求項１に記載のＵＳＢハブ。
【請求項４】
　前記ホスト検出回路は、電流源を備えている、請求項３に記載のＵＳＢハブ。
【請求項５】
　前記電流源は、前記ＤＭ接続ラインと接地との間に結合されている１０μＡ電流源であ
る、請求項４に記載のＵＳＢハブ。
【請求項６】
　前記ホスト検出回路は、前記ＤＭ接続ラインに結合されているプルアップレジスタを備
えている、請求項３に記載のＵＳＢハブ。
【請求項７】
　コントローラをさらに含み、前記コントローラは、前記ホストが切断されたと決定され
た場合、前記二重モードポートが下流ポートとしての機能に戻るように切り替わるように
、前記二重モードポートにおけるモードを切り替えるように構成されている、請求項１に
記載のＵＳＢハブ。
【請求項８】
　方法であって、
　二重モードポートを含むＵＳＢハブにおいて、前記二重モードポートのＵＳＢポート機
能を下流ポートとしての第１のモードから上流ポートとしての第２のモードに切り替える
ことと、
　一時停止状態に入ると、ホスト検出回路によって提供されるＤＭ接続ラインの論理レベ
ルを周期的にサンプリングし、ホストが依然として接続されているかどうかを決定するこ
とと
　を含む、方法。
【請求項９】
　前記ホスト検出回路は、前記ＤＭ接続ラインと接地との間に結合されている電流源を備
えている、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電流源は、１０μＡ電流源を備えている、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ホスト検出回路は、前記ＤＭ接続ラインに結合されているプルアップレジスタを備
えている、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
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　ＤＰ接続ラインに結合されているプルアップレジスタをさらに含み、前記ホストは、前
記ＤＰ接続ラインと前記ＤＭ接続ラインとが同一の所定の論理レベルを有していると決定
された場合、接続されているとして検出される、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ホストが切断されたと決定された場合、前記二重モードポートが下流ポートとして
の機能に戻るように切り替わるように、前記二重モードポートにおけるモードを切り替え
ることを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　ＵＳＢハブであって、
　コントローラと、
　複数の下流ポートと、
　少なくとも１つの二重モードポートであって、前記二重モードポートは、前記コントロ
ーラによって下流ポートから上流ポートに切り替え可能であるように構成されている、二
重モードポートと、
　上流ポートとして動作しているとき、ホストが接続されているかどうかの指示を前記コ
ントローラに提供するホスト検出回路と、
を備えている、ＵＳＢハブ。
【請求項１５】
　前記回路は、前記二重モードポートが一時停止状態に入った場合、動作可能である、請
求項１４に記載のＵＳＢハブ。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの二重モードポートは、ＤＰ接続ラインおよびＤＭ接続ラインをさ
らに備え、
　前記ＤＭ接続ラインは、前記ホスト検出回路と結合されており、
　上流ポートとして動作しているとき、前記ホストの接続は、前記ホスト検出回路を用い
て決定されることができ、前記ホスト検出回路は、ホストが切断されると、所定の論理値
が前記ＤＭ接続ラインにおいて識別されるようにする、請求項１５に記載のＵＳＢハブ。
【請求項１７】
　前記ホスト検出回路は、電流源を備えている、請求項１４に記載のＵＳＢハブ。
【請求項１８】
　前記電流源は、前記ＤＭ接続ラインと接地との間に結合されている１０μＡ電流源であ
る、請求項１７に記載のＵＳＢハブ。
【請求項１９】
　前記ホスト検出回路は、前記ＤＭ接続ラインに結合されているプルアップレジスタを備
えている、請求項１６に記載のＵＳＢハブ。
【請求項２０】
　前記コントローラは、前記ホストが切断されたと決定された場合、前記二重モードポー
トが、下流ポートとしての機能に戻るように切り替わるように、前記二重モードポートに
おけるモードを切り替えるように構成されている、請求項１５に記載のＵＳＢハブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）
　本願は、米国特許仮出願第６１／９８５，７５８号（２０１４年４月２９日出願）のコ
ンバージョンであり、その利益を主張し、上記出願は、完全に記載されているかのように
その全体が参照により本明細書に引用される。
【０００２】
　（技術分野）
　本開示は、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）技術に関し、特に、ＵＳＢ２．０およ
びＵＳＢ３．０ハブデバイスに関する。
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【背景技術】
【０００３】
　ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）１．０規格は、コンピュータと、キーボード、プ
リンタ、カーソルポインティングデバイス、外部ドライブ等の周辺デバイスとの間の通信
を標準化するためのバスおよびインターフェースを提供するために、１９９０年代に最初
に開発された。以降、ＵＳＢは、バージョン２．０および３．０に進化し、コンピュータ
ならびにスマートフォン、タブレットコンピュータ、およびＭＰ３プレーヤ等のポータブ
ルデバイスにおいて普遍的になりつつある。
【０００４】
　一般に、ＵＳＢ通信では、１つのデバイスがホストとして役割を果たす一方、別のデバ
イスがデバイスとして役割を果たす。ホストは、バスに給電し、コマンドを発行し、概し
て、接続の制御を維持する。デバイスは、バスの制御のためのいかなるアクティビティも
開始しない。例えば、パーソナルコンピュータは、ＵＳＢ「サム」ドライブデバイスに対
するホストとして役割を果たす。
【０００５】
　Ｏｎ－ｔｈｅ－Ｇｏ規格は、単一ホストおよび単一デバイスが、役割を入れ替えること
を可能にする。例えば、いくつかのタブレットコンピュータは、デバイスの役割として機
能し、パーソナルコンピュータホストに結合されると、大容量記憶デバイスとして動作し
得るが、キーボード等の周辺デバイスに結合されると、ホストとして機能し得る。
【０００６】
　ＵＳＢハブは、より多くのデバイスが接続され得るように、単一ＵＳＢポートをいくつ
かに拡張する。例えば、パーソナルコンピュータまたは自動車用エンターテインメントシ
ステムは、複数の外部ＵＳＢポートを含むが、各ポートに対する専用ＵＳＢコントローラ
ではなく、内部ハブを有し得る。しかしながら、理解され得るように、Ｏｎ－ｔｈｅ－Ｇ
ｏデバイスを伴うＵＳＢハブを採用することにおいて難点が生じ得る。
【０００７】
　しかしながら、本願の譲受人によって生産されたＦｌｅｘｃｏｎｎｅｃｔ対応ハブ（Ｕ
ＳＢ２．０およびＵＳＢ３．０ハブ）は、上流（ホスト）側ポートを下流（デバイス）側
ポートのうちの１つと入れ替えることができるという点において、本業界において独自性
を発揮する。実際、二重の役割（ホスト／デバイス）は、下流ポートからハブを引き継ぐ
ことができる。そのようなＦｌｅｘｃｏｎｎｅｃｔ対応ハブに関する詳細は、完全に本明
細書に記載される場合と同様に、参照することによってその全体として本明細書に組み込
まれる、米国特許第７，４８０，７５３号に見出され得る。
【０００８】
　通常、ＵＳＢホストは、ＶＢＵＳと呼ばれる信号を提供し、それが存在することをハブ
に伝える。ＶＢＵＳはまた、ハブに給電するために使用され得る、電力信号でもある。ｉ
Ｐａｄ（登録商標）のような二重役割のデバイスが、デバイス側ポートに差し込まれる場
合、それは、それがホストである場合でも、常時、電力を受信することを所望する。ここ
ではホストとして役割を果たすデバイスが、ＶＢＵＳを提供しないので、ハブが、ＵＳＢ
２．０ホストが切断されたかどうかを把握する方法はない。アクティビティのないことは
、十分なインジケータではない。アクティビティがないとき、ハブは、単に、一時停止状
態になり、電力を節約する。
【０００９】
　すなわち、ハブがＶＢＵＳをホストに提供している場合、ホストが一時停止に入ったか
どうか、または切断されているかどうかを判断する方法はない。通常のＵＳＢ動作は、ホ
ストが切断されると、ＶＢＵＳの存在が消失すると予期する。ＶＢＵＳが常時存在する状
態では、ハブは、ＵＳＢ一時停止の場合とホスト切断の場合を解釈可能でなければならな
い。
【００１０】
　故に、ＵＳＢハブの二重役割のＵＳＢポートにおけるホストの切断を検出する方法の必
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要性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】米国特許第７，４８０，７５３号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　種々の実施形態によると、切断を検出するために、ハブが一時停止になると、内部ファ
ームウェアは、ＵＳＢバッテリ充電接触検出を使用して、ホストが消失したことを検出す
る。したがって、ハブは、ＶＢＵＳを提供し、ＵＳＢホストが切断された場合を検出する
ことが可能となるであろう。
【００１３】
　実施形態によるＵＳＢハブは、複数の下流ポートと、少なくとも１つの二重モードポー
トであって、下流ポートから上流ポートに切り替え可能であるように構成されている、二
重モードポートと、上流ポートとして動作しているとき、ホストが接続されているかどう
かを検出するためのホスト検出回路とを含む。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、回路は、二重モードポートが一時停止状態に入った場合、動
作可能である。いくつかの実施形態では、少なくとも１つの二重モードポートはさらに、
ＤＰ接続ラインと、ＤＭ接続ラインとを含む。そのようなＤＭ接続ラインは、上流ポート
として動作しているとき、ホスト検出回路と結合されることができ、ホストの接続は、ホ
ストが切断された場合に所定の論理値をＤＭラインにおいて識別させるホスト検出回路を
用いて決定されることができる。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、ホスト検出回路は、電流源を含む。いくつかの実施形態では
、電流源は、ＤＭ接続ラインと接地との間に結合されている１０μＡ電流源である。いく
つかの実施形態では、ホスト検出回路は、ＤＭ接続ラインに結合されているプルアップレ
ジスタを含む。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、ハブは、ホストが切断されたと決定された場合、二重モード
ポートが、下流ポートとしての機能に戻るよう切り替わるように、二重モードポートにお
けるモードを切り替えるように構成される、コントローラを含む。
【００１７】
　実施形態による方法は、二重モードポートを含むＵＳＢハブにおいて、二重モードポー
トのＵＳＢポート機能を下流ポートとしての第１のモードから上流ポートとしての第２の
モードに切り替えることと、一時停止状態に入ると、ホスト検出回路によって提供される
ＤＭ接続ラインの論理レベルを周期的にサンプリングし、ホストが依然として接続されて
いるかどうかを決定することとを含む。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、ホスト検出回路は、ＤＭ接続ラインと接地との間に結合され
ている電流源を含む。いくつかの実施形態では、電流源は、１０μＡ電流源を備えている
。いくつかの実施形態では、ホスト検出回路は、ＤＭ接続ラインに結合されているプルア
ップレジスタを含む。いくつかの実施形態では、プルアップレジスタは、ＤＰ接続ライン
に結合され、ホストは、ＤＰ接続ラインおよびＤＭ接続ラインが同一の所定の論理レベル
を有していると決定された場合、接続されているとして検出される。いくつかの実施形態
では、二重モードポートは、ホストが切断されたと決定された場合、下流ポートとしての
機能に戻るように切り替わる。
【００１９】
　実施形態によるＵＳＢハブは、コントローラと、複数の下流ポートと、少なくとも１つ
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の二重モードポートであって、コントローラによって下流ポートから上流ポートに切り替
え可能であるように構成されている、二重モードポートと、上流ポートとして動作してい
るとき、ホストが接続されているかどうかの指示をコントローラに提供するホスト検出回
路とを含む。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、回路は、二重モードポートが一時停止状態に入った場合、動
作可能である。いくつかの実施形態では、少なくとも１つの二重モードポートはさらに、
ホスト検出回路と結合される、ＤＰ接続ラインと、ＤＭ接続ラインとを含む。上流ポート
として動作しているとき、ホストの接続は、ホスト検出回路を用いて決定されることがで
きる。ホスト検出回路は、ホストが切断されると、所定の論理値がＤＭ接続ラインにおい
て識別されるようにする。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、ホスト検出回路は、電流源を含む。いくつかの実施形態では
、電流源は、ＤＭ接続ラインと接地との間に結合されている１０μＡ電流源である。いく
つかの実施形態では、ホスト検出回路は、ＤＭ接続ラインに結合されているプルアップレ
ジスタを含む。いくつかの実施形態では、コントローラは、ホストが切断されたと決定さ
れた場合、二重モードポートが、下流ポートとしての機能に戻るように切り替わるように
、二重モードポートにおけるモードを切り替えるように構成される。
【００２２】
　本開示のこれらおよび他の側面は、以下の説明および付随の図面と併せて検討されると
き、より深く認識および理解されるであろう。しかしながら、以下の説明は、本開示およ
び多数のその具体的詳細の種々の実施形態を示すが、所与の例証として与えられ、限定で
はないことを理解されたい。多くの代用、修正、追加、および／または並べ替えが、その
精神から逸脱することなく、本開示の範囲内で行われ得、本開示は、全てのそのような代
用、修正、追加、および／または並べ替えを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本明細書に付随し、その一部を形成する図面は、本開示のある側面を描写するために含
まれる。図面に図示される特徴は、必ずしも、正確な縮尺で描かれていないことに留意さ
れたい。本開示およびその利点のより完全な理解は、類似参照番号が類似特徴を示す、付
随の図面と関連して検討される、以下の説明を参照して得られ得る。
【００２４】
【図１】図１は、実施形態による、例示的システムの略図である。
【００２５】
【図２】図２は、実施形態による、例示的ポート構成の略図である。
【００２６】
【図３】図３は、実施形態による、例示的アナログポートインターフェースを図示する、
略図である。
【００２７】
【図４】図４Ａおよび図４Ｂは、図３のポートの動作を図示する。
【００２８】
【図５】図５Ａおよび図５Ｂは、図３のポートの別の実施形態の動作を図示する。
【００２９】
【図６】図６は、実施形態の動作を図示する、フロー図である。
【００３０】
【図７Ａ】図７Ａ－図７Ｃは、実施形態による、ホスト検出を使用し得るシステムの動作
を図示する。
【００３１】
【図７Ｂ】図７Ａ－図７Ｃは、実施形態による、ホスト検出を使用し得るシステムの動作
を図示する。
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【００３２】
【図７Ｃ】図７Ａ－図７Ｃは、実施形態による、ホスト検出を使用し得るシステムの動作
を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本開示および種々の特徴ならびにその有利な詳細は、付随の図面に図示され、以下の説
明に詳述される、例示的、したがって、非限定的である実施形態を参照することによって
、より完全に説明される。しかしながら、発明を実施するための形態および具体的実施例
は、好ましい実施形態を示すが、例証のみとして与えられ、限定としてではないことを理
解されたい。公知のプログラミング技法、コンピュータソフトウェア、ハードウェア、オ
ペレーティングプラットフォーム、およびプロトコルの説明は、詳細において本開示を不
必要に曖昧にしないように、省略され得る。本発明の根本概念の精神および／または範囲
内の種々の代用、修正、追加、ならびに／もしくは並べ替えは、本開示から当業者に明白
となるであろう。
【００３４】
　ここで図面を参照して、特に、図１に注意を向けると、実施形態による、例示的ＵＳＢ
ハブ環境を図示する略図が、示される。示されるように、システム１００は、ハブ１０２
と、１つ以上の制御プロセッサ１０５と、ＵＳＢホスト１１２と、ＵＳＢデバイス１１４
とを含む。
【００３５】
　図示される実施形態では、ＵＳＢハブ１０２は、３つの下流ポート１１０ａ、１１０ｂ
、１１０ｃと、入れ替え可能下流ポート１１０ｄと、入れ替え可能上流ポート１０８とを
有する。切り替えハブ１０４は、ポート１０８と１１０ａ－１１０ｄとの間の切り替えを
提供する。制御プロセッサ１０５は、以下により詳細に説明されるように、ＵＳＢポート
を経由して、信号を受信および処理し、上流から下流機能性へのポートの切り替えを監視
するように機能する。
【００３６】
　ＵＳＢハブ１０２は、典型的には、ポート１１０ａ－１１０ｄの全てが下流ポートとし
て機能する一方、ポート１０８が上流ポートとして機能するように動作する。しかしなが
ら、ある場合には、ＵＳＢハブ１０２は、ポート１０８の機能とポート１１０ｄの機能と
を入れ替え得る。したがって、ポート１０８は、下流ポートとして機能するであろう一方
、ポート１１０ｄは、上流ポートとして機能するであろう。加えて、ＵＳＢハブ１０２は
、以下により詳細に説明されるように、二重モード検出回路１０６を含み得る。ＵＳＢハ
ブ１０２は、本願の譲受人から利用可能なＵＳＢ４６ｘ４ハブとして具現化され得る。
【００３７】
　図２に示されるのは、実施形態による、例示的入れ替えポート接続である。示されるよ
うに、システム２００は、ＵＳＢハブ２０２と、ＵＳＢホスト２０４とを含む。ＵＳＢハ
ブ２０２は、ホスト検出または二重モード検出アナログフロントエンド（ＡＦＥ）回路２
１０を有する、入れ替えポート２０９を含む。簡潔にするために、ハブの残りのポートお
よび構成要素は、示されていない。同様に、ＵＳＢホスト２０４は、ＵＳＢ　ＡＦＥポー
ト回路２１２と、ホスト送受信機２１４とを含む。
【００３８】
　ＵＳＢホスト２０４およびＵＳＢハブ２０２は、ＵＳＢバス２０６を介して結合される
。そのようなＵＳＢバス２０６は、典型的には、４つのライン：Ｖｂｕｓ２１６、Ｄ－（
ＤＭとも称される）２１８、Ｄ＋（Ｄ＋とも称される）２２０、および接地２２２を含む
。Ｖｂｕｓ２１６および接地２２２が電力を提供する一方、データは、ＤＰ２２０および
ＤＭ２１８上で搬送される。加えて、いくつかのＵＳＢコネクタ（具体的には、μまたは
ミニＡＢコネクタ）は、追加のＩＤライン２２３を採用する。
【００３９】
　以下により詳細に説明されるように、ハブ入れ替えポート２０９は、ＤＭ２１８および
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ＤＰ２２０ラインを介して、ホストの存在を検出するように構成される。
【００４０】
　それを行うための例示的回路は、図３に関してより具体的に示される。示されるのは、
ハブ上のハブ二重モード入れ替えポート３０２と、ＵＳＢホスト上のＵＳＢホストポート
３０４（デバイスとして以前は機能していた）とである。
【００４１】
　ＵＳＢホストポート３０４は、ＤＰに接続される接続回路３１０と、ＤＭに接続される
接続回路３１２とを含む。回路３１０は、１５ｋΩプルダウンレジスタ３１６ａを用いて
ＤＰに結合する。加えて、電圧源と、４５Ωレジスタと、スイッチとを含む、ドライバ３
１４ｃが、ＤＰに結合される。最後に、ＤＰは、コンパレータ３１８ａに結合され、コン
パレータ３１８ａの他の入力は、１．６Ｖ源に結合される。同様に、回路３１２は、１５
ｋΩプルダウンレジスタ３１６ｂを用いてＤＭに結合する。加えて、電圧源と、４５Ωレ
ジスタと、スイッチとを含む、ドライバ３１４ｄが、ＤＭに結合される。最後に、ＤＭは
、コンパレータ３１８ｂに結合され、コンパレータ３１８ｂの他の入力は、１．６Ｖ源に
結合される。ＤＰおよびＤＭは、差分データペアとして機能し、１または０が、ドライバ
３１４ｃ、３１４ｄと、ハブ入れ替えポート３０２上の対応するドライバ３１４ａ、３１
４ｂとを交互に使用することによって、伝送される。
【００４２】
　ハブ入れ替えポート２０３は、ＤＰ回路３０６と、ＤＭ回路３０８とを含む。図示され
る実施形態では、ＤＰ回路３０６は、電圧源と、４５Ωレジスタと、スイッチとを備えて
いるドライバ３１４ａを含む。ＤＰ回路３０６はさらに、３．３Ｖに結合される１．５ｋ
Ωプルアップレジスタと、一方の入力が基準電圧に、別の入力がＤＰラインに結び付けら
れる、コンパレータ３２０とを含む。
【００４３】
　ＤＭ回路３０８は、同様に、電圧源と、４５Ωレジスタと、スイッチとを備えているド
ライバ３１４ｂと、一方の入力が基準電圧に、別の入力がＤＭラインに結び付けられる、
コンパレータ３２２とを含む。加えて、図示される実施形態では、１０μＡ電流源３２６
が、ＤＭラインに結合されて提供される。レジスタおよび他の構成要素の値は、必要に応
じて、好適に変更され得ることに留意されたい。したがって、図は、例示にすぎない。
【００４４】
　動作時、以下により詳細に説明されるように、ホスト２０４が、フレームパケットの状
態（ＳＯＦ）（図示せず）の送信を停止する場合、ハブ２０２は、３ｍｓ以内に、一時停
止状態に入ることになる。これが生じると、ハブの制御プロセッサ（図１）は、ＤＰ／Ｄ
Ｍピンの状態を周期的にサンプリングし、ホストの存在を決定する。
【００４５】
　ホストが存在する場合、ＤＭ上のホストの１５ｋプルダウンレジスタ３１６ｂは、ＤＭ
ピンがハブによって論理０としてサンプリングされるようにするであろう。ホストが切断
される場合、１０μＡ電流源３２６は、ＤＭピンがハブによって論理１としてサンプリン
グされるようにするであろう。ホストが、切断されていると決定される場合、ハブは、入
れ替え状態をディスエーブルにし、デフォルト上流ポートに戻り、制御をオリジナルホス
トに返すであろう。
【００４６】
　これは、図４Ａおよび図４Ｂにより具体的に示される。図４Ａでは、示されるように、
ホストが接続されている場合、ハブ上の１．５ｋΩプルアップレジスタ３２４およびホス
ト上の１５ｋΩプルダウンレジスタ３１６ａは、ＤＰライン内に回路を形成する。同様に
、電流源３２６およびプルダウンレジスタ３１６ｂは、ＤＭライン上に回路を画定する。
しかしながら、図４Ｂでは、ホストが切断される場合、プルアップレジスタ３２４は、Ｄ
Ｐラインを１にプルアップする。同様に、電流源３２６は、ＤＭラインに高を登録させる
。
【００４７】
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　いくつかの実施形態では、電流源３２６は、ＤＭラインに結び付けられる十分に大きな
プルアップレジスタ（例えば、１２５ｋΩ）と置換され得る。これは、図５Ａおよび図５
Ｂに示される。図５Ａでは、ホストが接続されていると、プルアップレジスタ５０２およ
びプルダウンレジスタ３１６ｂは、ＤＭライン上に回路を画定する。切断される場合、プ
ルアップレジスタ５０２は、ＤＭラインをプルアップする。
【００４８】
　バッテリ充電器検出回路に類似するが、そのような回路は、通常、ＵＳＢハブ上に提供
されないことに留意されたい。さらに、従来のバッテリ充電器検出回路では、そのような
回路、１０μＡ源、または１２５ｋプルアップレジスタは、通常、ＤＭではなく、ＤＰに
適用される。
【００４９】
　実施形態の動作が、図６のフロー図に関してより具体的に示される。最初に、ステップ
６０２において、二重モードポート上の上流ホストと下流デバイスとが、機能を切り替え
る。これは、例えば、ホストとして機能することを所望することをハブに示す、ＵＳＢデ
バイスによって送信される設定パケットに応答し得る。
【００５０】
　ハブコントローラは、次いで、ステップ６０４において、フレームコマンドの開始に対
してラインを監視するであろう。ステップ６０６において決定されるように、フレームコ
マンドの開始が終了する場合、ハブは、ステップ６０８において、ＤＭラインの状態の監
視を開始するであろう。６１０において決定されるように、ＤＭラインが低である場合、
ホストは、ステップ６１２において、切断されていると決定される。その場合、ステップ
６１４において、デフォルトホスト／デバイス構成が、復元される。ＤＭラインが低では
なかった場合、ステップ６１６において、ハブは、一時停止状態に入るであろう。次に、
ステップ６１８において決定されるように、フレームまたは他のコマンドの開始を検出す
る場合、一時停止状態を終了し、プロセスは、ステップ６０４に戻るであろう。
【００５１】
　請求されるような実施形態は、特に、自動車用エンターテインメントおよび情報（「イ
ンフォテインメント」）システムと連動した動作に好適であり得る。そのようなシステム
は、図７Ａ－７Ｃに関して示される。示されるように、システム７００は、ＵＳＢケーブ
ル７０６およびμＡＢポート７０８を介してハブシステム７０４に結合される、インフォ
テインメントユニット７０２を含む。ハブシステム７０４は、切り替えハブ７１６と、１
つ以上の内蔵ＵＳＢデバイス７１０と、電力スイッチ７１２と、Ａポート７１４とを含み
得る。切り替えハブ７１６は、前述のように動作する、ホスト検出回路７１８を含み得る
。図示される実施形態では、切り替えハブ７１６は、Ｆｌｅｘライン７２０を介してμＡ
Ｂポートに、Ｆｌｅｘ＿Ｖｂｕｓ７２２を介してそのＶｂｕｓピンに接続される。図示さ
れる実施形態では、Ｖｂｕｓはまた、切り替えハブ７１６のＶＢＵＳ＿ＤＥＴ入力に結合
される。
【００５２】
　Ａ側では、切り替えハブ７１６は、ＳＷＡＰライン７２８を介して、ＡポートのＤＰお
よびＤＭピンに結合する。外部デバイスからのＶｂｕｓは、７２６において、電力スイッ
チ７１２に提供される。最後に、切り替えハブ７１６は、制御ライン７２４を介して、電
力スイッチ７１２を制御する。デバイスが接続されている場合、電力スイッチ７１２は、
常時、オンにされたままである。
【００５３】
　デバイスモードにおける環境７００の動作は、図７Ｂに示される。概して、動作時、ハ
ブシステム７０４は、バッテリ充電を下流Ａポート７１４上でイネーブルにされ、他の下
流ポートをエニュメレートしている（例えば、ＵＳＢデバイス７１０が結合されるもの）
。スマートフォンがＡポート７１４に接続されると、Ｖｂｕｓ電圧およびバッテリ充電ハ
ンドシェイクを検出し、充電を開始する。インフォテインメントユニット７０２は、スマ
ートフォン７３２ａをエニュメレートおよび制御する。
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【００５４】
　より具体的には、図７Ｂに示されるように、７２４ａにおいて、切り替えハブ７１６は
、電力制御ラインを高にプルし、バッテリ充電をイネーブルにする。それに応答して、電
力スイッチ７１２は、７２６ａにおいて、Ｖｂｕｓに電力を提供する。インフォテインメ
ントユニット７０２は、７２２ａにおいて、ＶＢＵＳ＿ＤＥＴを高に駆動し、エニュメレ
ートする準備ができたことを信号伝達する。ホストポート７２０ａは、切り替えハブ７１
６を検出し、それに結合されるデバイス７２０ａをエニュメレートするであろう。切り替
えハブ７１６は、次いで、ＵＳＢケーブル７３０を介してＵＳＢポートＡ７１４に接続さ
れるスマートフォン７３２ａを検出し、デバイスとしてエニュメレートするであろう。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、インフォテインメントユニット７０２は、次いで、ユーザが
それとともに提供されるインターフェースを使用することを所望する場合、またはそれが
より多くの能力を提供する場合、切り替えハブ７１６の制御をスマートフォン７３２ｂに
渡し得る。これは、図７Ｃにより具体的に示される。
【００５６】
　示されるように、スマートフォン７３２ｂから受信された設定コマンドに応答して、イ
ンフォテインメントユニット７０２は、方向変更が所望されることの指示を受信する。イ
ンフォテインメントユニット７０２は、次いで、方向変更コマンドをスマートフォン７３
２ｂに送信する。ハブは、次いで、周辺およびインフォテインメントユニットをエニュメ
レートする。
【００５７】
　前述のように、方向変更の間、ＵＳＢデバイス７１０は、依然として、下流デバイスと
して機能し、電力スイッチは、オンのままである。スマートフォンが、接続から除去され
る場合、前述のように、ホストとしてのその不在が検出されるであろう。

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】



(13) JP 2017-515200 A 2017.6.8

【図７Ｃ】



(14) JP 2017-515200 A 2017.6.8

10

20

30

40

【国際調査報告】



(15) JP 2017-515200 A 2017.6.8

10

20

30

40



(16) JP 2017-515200 A 2017.6.8

10

20

30

40



(17) JP 2017-515200 A 2017.6.8

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  スティール，　ブリガム
            アメリカ合衆国　アリゾナ　８５１４０，　サン　タン　バレー，　イー．　ヘザー　ドライブ　
            ８０５
(72)発明者  ゴーシュ，　アティシュ
            アメリカ合衆国　テキサス　７８７３３，　オースティン，　シニック　ブラフ　ドライブ　９６
            ０６
Ｆターム(参考) 5B077 HH01  NN02 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

